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(No.537) 第4話 身近なＣＯＰＤ 

－喫煙者の多くが患う可能性があるＣＯＰＤ... 

 タバコを吸い続けると、身体のさまざまな臓器や器官に悪影響を与えま

す。すでに、血管が痛むことはたびたび紹介してきましたので、それが“心

筋梗塞”や“脳梗塞”などの原因となる事を知ってもらいましたね。  

 そこで今回は、タバコの煙が直接吸い込まれる肺の病気を紹介します。左 

図にあるような症状がある人はCOPD（慢性閉塞性肺疾患）と呼ばれる病気か 

もしれません。 

(No.538) 第5話 ＣＯＰＤの肺 

－タバコを吸い続けるとこんな肺になってしまう事... 

 何十年もタバコを吸い続けるとCOPD （慢性閉塞性肺疾患）になる確率が

高くなります。かつてCOPDは「肺気腫」や「慢性気管支炎」と呼ばれ、肺胞

や気管支が壊される病気です。左の写真は肺のCT 画像ですが、非喫煙者の

正常な肺に比べ、喫煙歴が長い人の肺は模様が不規則になっていますよね。  

 さらに、正常な肺は膨らんだり縮んだりして呼吸をしているのに対し、

COPD の肺は息を吐こうとしても吸おうとしても大きさが変わりません。つ

まり、呼吸ができないわけです。 怖いですよね。こんな肺になってしまう

のを覚悟してタバコを吸い始めるでしょうか。今さらタバコに手を出す必要

はありません。  

(No.539) 第6話 従業員の健康 

－「うちの会社にはタバコはない」という企業の姿... 

 従業員の喫煙による健康被害やタバコを吸うための時間などの損失を金額

に換算すると、たとえば右のような結果となります。これは一例なので、ど

の事業所でもこれだけの損失がでるわけではありませが、喫煙による病気で

の欠勤や、タバコを吸うために作業が中断する事は確実に労働の損失につな

がります。 

 このような状況は経営者にとって好ましい事ではありません。だから、最

近は 会社経営において従業員の健康管理を重視する企業が増えてきまし

た。じつは、そんな企業を経済産業省が認定する「健康経営優良法人認定制

度」という制度があるのです。 

(No.540) 第7話 非喫煙優良体 

－「非喫煙優良体」とは生命保険の保険料を算定する... 

 喫煙習慣がある人は健康を損なう確率が高くなります。だから、病気にな

る可能性はタバコを吸わない人に比べると高くなるのは当然です。そこで、

下の図を見てください。じつは病気になる確率が高い人とそうではない人で

は、生命保険の保険料に差があるのです。  

 保険料は対象となる人の死亡リスクによって決まるので、以前から若い人

に比べ年齢の高い人の方が保険料は高く設定されていました。しかし、同じ

年齢でも健康状態が同じだとは限りません。特に喫煙者は非喫煙者に比べ死

亡リスクが高いとする認識が一般的となってきたので左図のような分類がで

き、最も保険料が安い分類が「非喫煙優良体」と呼ばれています。 
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